
（ 4 ）第11807号 2016（平成28）年12月 7 日　水曜日（第三種郵便物認可） 藥　事　日　報
　

第
36
回
日
本
川
崎
病
学

会
・
学
術
集
会
が
、
夏
草
・

秋
草
の
飛
散
花
粉
に
混
じ
っ

て
、
今
年
の
猛
暑
の
影
響
で

ス
ギ
花
粉
の
先
駆
け
飛
散
が

早
く
も
始
ま
っ
た
と
見
ら
れ

る
、
９
月
30
日
、
10
月
１

日
、
横
浜
市
関
内
で
原
点
回

帰
の
テ
ー
マ
の
も
と
開
催
さ

れ
、
ご
担
当
医
局
の
ご
尽
力

で
盛
況
で
あ
っ
た
。
発
表
演

題
は
心
血
管
病
変
等
循
環
器

系
専
門
医
の
先
生
方
を
中
心

と
す
る
、
川
崎
病
（
Ｋ
Ｄ
）

の
治
療
と
診
断
に
関
す
る
報

告
が
主
要
で
あ
り
、
疫
学
・

病
理
学
・
ゲ
ノ
ム
研
究
報
告

で
は
、
原
因
不
明
と
さ
れ
る

希
少
微
生
物
の
探
索
が
い
ま

だ
ト
ラ
イ
さ
れ
る
現
状
が
報

告
さ
れ
て
い
た
。
会
場
で
は

花
粉
被
曝
と
知
ら
ず
か
、
く

し
ゃ
み
や
咳
を
さ
れ
る
出
席

者
も
だ
い
ぶ
お
ら
れ
た
。
テ

レ
ビ
番
組
で
も
有
名
人
が
鼻

を
擦
る
場
面
が
ず
い
ぶ
ん
見

ら
れ
る
今
10
月
半
ば
で
あ

る
。

　

筆
者
は
、
過
去
７
回
の
本

連
載
記
事
の
中
で
、
Ｐ
Ｉ
Ｄ

は
Ｋ
Ｄ
を
代
表
例
と
し
て
従

来
、
ウ
イ
ル
ス
疾
患
と
か
、

ウ
イ
ル
ス
感
染
に
よ
る
伝
染

性
疾
患
と
か
、
ウ
イ
ル
ス
再

活
性
化
疾
患
と
か
、
薬
剤

性
、
特
発
性
、
原
因
不
明
疾

患
と
か
言
わ
れ
て
き
た
皮
膚

病
変
を
伴
う
発
熱
性
疾
患

が
、
実
は
、
花
粉
被
曝
後
の

Ｔ
ｈ
１
／
Ｔ
ｈ
２
バ
ラ
ン
ス

等
免
疫
状
態
の
変
動
で
惹
起

さ
れ
た
易
感
染
性
や
易
薬
物

反
応
性
が
も
た
ら
す
病
態
・

病
相
で
あ
る
可
能
性
を
指
摘

し
て
き
た
。

　

Ｋ
Ｄ
が
心
血
管
病
変
を
主

体
と
す
る
全
身
性
血
管
炎
な

ら
、
脳
内
病
変
が
主
訴
と
さ

れ
る
無
菌
性
髄
膜
炎
も
Ｐ
Ｉ

Ｄ
の
一
つ
で
は
な
か
ろ
う
か

と
提
案
を
始
め
て
き
た
し
、

夏
か
ぜ
ウ
イ
ル
ス
伝
染
病
と

さ
れ
て
き
た
手
足
口
病
、
伝

染
性
紅
斑
は
花
粉
被
曝
後
の

個
々
人
の
時
差
お
き
（
さ
み

だ
れ
的
）
発
症
疾
患
の
可
能

性
を
詰
め
て
い
る
。

　

10
年
以
上
前
、
自
治
医
科

大
学
の
中
村
好
一
教
授
、
柳

川
洋
名
誉
教
授
か
ら
１
９
９

１
～
２
０
０
２
年
の
神

奈
川
県
Ｋ
Ｄ
患
者
６
０

０
０
人
の
デ
ー
タ
と
、

国
立
相
模
原
病
院
の
安

枝
浩
先
生
か
ら
同
期
間

の
花
粉
飛
散
数
の
デ
ー

タ
を
ご
恵
与
い
た
だ
い

て
、
森
透
氏
が
05
年
夏

に
作
成
し
た
２
者
比
較

グ
ラ
フ
を
見
て
筆
者

は
、
03
年
に
佐
橋
紀
男

先
生
と
初
め
て
「
川
崎

病
の
ト
リ
ガ
ー
は
、
花

粉
で
あ
ろ
う
」
な
る
Ｐ

Ｉ
Ｄ
報
告
を
開
始
し

た
際
に
、
年
間
合
計
数

の
比
較
で
あ
っ
た
、
花

粉
飛
散
と
Ｋ
Ｄ
発
症
の

関
連
性
が
、
月
間
比
較

に
お
い
て
は
歴
然
と
有

意
で
あ
る
印
象
を
持
ち

意
を
強
く
し
た
の
で
あ

る
。

　

３
月
中
心
の
ス
ギ
花
粉
飛

散
に
続
く
３
～
８
月
の
Ｋ
Ｄ

発
症
数
の
夏
場
の
山
と
、
10

月
か
ら
始
ま
る
ス
ギ
花
粉
の

先
駆
け
飛
散
に
伴
う
11
～
翌

１
月
の
冬
場
の
患
者
数
の
山

が
、
３
月
、
４
月
の
大
量
花

粉
飛
散
の
直
前
の
２
月
を
中

心
に
急
激
に
谷
底
に
落
ち
る

よ
う
な
患
者
数
激
減
の
変
動

が
、
特
に
目
を
引
い
た
。
Ｋ

Ｄ
発
症
の
実
態
を
垣
間
見
る

有
用
な
ツ
ー
ル
と
し
て
、
こ

の
グ
ラ
フ
が
示
唆
す
る
発
症

メ
カ
ニ
ズ
ム
を
様
々
な
角
度

か
ら
解
析
す
る
こ
と
の
重
要

性
を
、
以
来
毎
年
連
続
14

回
、
川
崎
病
学
会
で
報
告
し

て
き
た
。

　

統
計
解
析
が
実
現
し
、
村

山
貢
司
先
生
に
よ
る
回
帰
分

析
と
、
西
村
千
秋
先
生
に
よ

る
交
差
相
関
解
析
と
指
数
関

数
ト
レ
ン
ド
解
析
か
ら
、
Ｋ

Ｄ
は
花
粉
被
曝
が
惹
起
す

る
遅
延
型
過
敏
反
応
性
ア

レ
ル
ギ
ー
（Delayed-Type 

Hyper-Sensitivity

、
Ｄ
Ｔ

Ｈ
）
疾
患
で
あ
り
、
花
粉
被

曝
仮
定
累
積
量
に
グ
ラ
フ
上

で
対
応
す
る
花
粉
被
曝
経
験

期
間
の
算
出
か
ら
、
Ｋ
Ｄ
予

備
群
の
乳
幼
児
は
平
均
し
て

生
後
21
・
４
カ
月
後
に
Ｋ
Ｄ

発
症
に
至
る
こ
と
が
示
さ

れ
、
ま
た
神
奈
川
県
や
東
京

都
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
患
者

数
の
推
移
と
Ｋ
Ｄ
発
症
数
の

変
動
の
西
村
千
秋
先
生
実
施

の
Ａ
Ｎ
Ｏ
Ｖ
Ａ
︲
多
重
解

析
（
別
掲
図
）
か
ら
、
２
月

の
患
者
数
激
減
現
象
は
、
季

節
性
イ
ン
フ
ル
流
行
に
よ
る

発
症
遅
延
・
抑
制
に
よ
る
も

の
で
あ
る
こ
と
が
実
証
さ
れ

た
。
こ
れ
ら
知
見
は
、
四
つ

の
論
文
に
記
述
さ
れ
て
い

る
。

　

筆
者
の
報
告
を
見
て
、

Respiratory syncytial 
virus

（
Ｒ
Ｓ
Ｖ
）
感
染
症

が
流
行
る
時
期
に
も
Ｋ
Ｄ
患

者
数
は
減
少
す
る
感
じ
が
す

る
と
言
わ
れ
る
臨
床
医
が
お

ら
れ
、
ウ
イ
ル
ス
感
染
時
に

共
通
に
惹
起
さ
れ
る
宿
主
の

自
然
免
疫
反
応
で
あ
る
炎
症

性
サ
イ
ト
カ
イ
ン
放
出
と
は

別
途
平
行
し
て
作
動
す
る
イ

ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
（
Ｉ
Ｆ

Ｎ
）
︲
β
な
ど
Ⅰ
型
Ｉ
Ｆ
Ｎ

が
生
産
さ
れ
る
Ｉ
Ｆ
Ｎ
シ
グ

ナ
ル
経
路
が
、
Ｋ
Ｄ
の
遅
延

型
過
敏
反
応
の
進
展
と
、
免

疫
成
熟
後
の
全
身
性
血
管
炎

病
態
発
症
の
い
ず
れ
か
の
プ

ロ
セ
ス
を
抑
制
し
て
い
る
だ

ろ
う
こ
と
が
、
別
掲
の
図
か

ら
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た

の
で
あ
る
。
た
だ
、
Ｒ
Ｓ
Ｖ

感
染
症
は
、
Ｋ
Ｄ
患
者
数
増

加
の
急
速
加
速
期
の
10
～
12

月
と
同
時
期
に
流
行
す
る
の

で
、
抑
制
効
果
が
相
殺
さ
れ

て
イ
ン
フ
ル
流
行
ほ
ど
の
歴

然
と
し
た
Ｋ
Ｄ
発
症
抑
制
が

グ
ラ
フ
上
で
は
見
え
な
い
の

か
も
し
れ
な
い
。

　

季
節
性
イ
ン
フ
ル
の
流
行

が
な
け
れ
ば
、
Ｋ
Ｄ
の
年
間

発
症
パ
タ
ー
ン
は
、
９
、
10

月
の
患
者
数
の
底
を
挟
ん

で
、
10
月
か
ら
の
ス
ギ
花
粉

の
先
駆
け
飛
散
中
の
11
月
か

ら
翌
年
８
月
ま
で
の
な
だ
ら

か
な
１
峰
性
の
山
並
を
形
作

る
の
か
も
し
れ
な
い
。
が
、

年
間
２
回
の
花
粉
被
曝
時
期

を
経
験
す
る
Ｋ
Ｄ
予
備
群
の

乳
幼
児
は
、
ほ
と
ん
ど
毎
年

あ
る
イ
ン
フ
ル
流
行
に
よ
り

２
月
頃
中
心
に
発
症
が
ブ

ロ
ッ
ク
さ
れ
、
患
者
数
激
減

が
反
映
す
る
深
い
谷
を
有
す

る
、
２
峰
性
の
特
徴
的
年
間

発
症
パ
タ
ー
ン
が
形
成
さ
れ

る
の
で
あ
る
。

　

花
粉
被
曝
に
よ
り
即
時
型

ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
で
あ
る
ス

ギ
等
花
粉
症
お
よ
び
Ｄ
Ｔ
Ｈ

で
あ
る
と
筆
者
が
想
定
す
る

Ｋ
Ｄ
は
、
１
９
６
０
年
代
初

期
に
ほ
ぼ
同
時
に
、
日
本
に

お
い
て
異
な
る
診
療
科
の
医

師
に
よ
り
発
見
さ
れ
た
の
で

あ
る
が
、
花
粉
ア
レ
ル
ギ
ー

の
有
病
率
は
現
在
30
～
40
％

と
言
わ
れ
約
４
０
０
０
万
人

の
患
者
が
い
る
と
し
て
、
片

や
Ｋ
Ｄ
の
罹
患
歴
保
有
者
は

累
積
35
万
人
が
い
る
こ
と
が

全
国
調
査
で
分
か
っ
て
い

る
。

　

Ｋ
Ｄ
患
者
は
ア
レ
ル
ギ
ー

傾
向
家
系
の
中
か
ら
発
症
す

る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
２
者

の
比
を
と
る
と
、
約
１
２
０

人
の
ア
レ
ル
ギ
ー
患
者
に
対

し
て
１
人
の
割
合
で
、
血
管

炎
発
症
の
遺
伝
的
素
因
を
有

し
、
Ｋ
Ｄ
発
症
予
備
群
と
さ

れ
、
実
際
に
Ｋ
Ｄ
を
罹
患
し

た
人
が
存
在
し
て
い
る
こ
と

に
な
る
。

　

Ｋ
Ｄ
の
発
症
年
齢
分
布
は

従
来
０
歳
児
25
％
、
１
歳
児

25
％
、
２
歳
児
18
％
、
３
歳

児
12
％
、
４
歳
児
10
％
と
計

算
さ
れ
た
が
、
こ
の
年
齢
期

間
の
乳
幼
児
の
出
生
数
約
５

０
０
万
人
に
対
し
て
Ｋ
Ｄ
発

症
数
は
、
２
０
１
４
年
に
１

万
６
０
０
０
人
で
あ
り
、
約

３
０
０
人
に
１
人
の
発
症
数

で
あ
る
が
、
ア
レ
ル
ギ
ー
傾

向
者
が
３
分
の
１
い
る
と
す

れ
ば
１
０
０
人
の
ア
レ
ル

ギ
ー
傾
向
者
の
う
ち
１
人
が

Ｋ
Ｄ
を
発
症
す
る
こ
と
に
な

り
、
前
記
の
疫
学
計
算
と
符

合
す
る
。

　

乳
幼
児
期
に
Ｋ
Ｄ
を
発
症

し
た
人
は
、
そ
の
後
花
粉
症

を
発
症
す
る
ケ
ー
ス
が
ほ
と

ん
ど
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
筆

者
が
経
験
す
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
同
じ
ス
ギ
花
粉
に
対
す

る
即
時
型
と
遅
延
型
の
ア
レ

ル
ギ
ー
反
応
が
、
時
期
を
隔

て
て
起
こ
る
こ
と
を
示
し
て

い
る
も
の
で
あ
る
が
、
Ｋ
Ｄ

を
発
症
し
な
い
乳
幼
児
は
、

早
い
時
期
か
ら
花
粉
症
を
起

こ
す
の
か
、
こ
れ
ら
免
疫
メ

カ
ニ
ズ
ム
の
機
転
の
差
異
を

免
疫
学
者
に
説
明
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
う
。

　

実
験
医
学
研
究
者
に
は
、

ア
レ
ル
ギ
ー
体
質
（
ア
レ
ル

ギ
ー
傾
向
）
の
げ
っ
歯
類
乳

幼
仔
を
花
粉
被
曝
室
で
親
と

共
に
育
て
、
Ｋ
Ｄ
発
症
や
無

菌
性
髄
膜
炎
発
症
を
起
こ
す

か
検
討
し
て
い
た
だ
き
た

い
。
こ
れ
ま
で
研
究
さ
れ
て

き
たCandida albicans

等
菌

体
成
分
投
与
で
マ
ウ
ス
に
発

症
す
る
冠
動
脈
血
管
炎
が
Ｋ

Ｄ
類
似
モ
デ
ル
と
称
さ
れ
て

い
る
が
、
別
掲
の
Ｋ
Ｄ
の
年

間
発
症
パ
タ
ー
ン
と
関
連
す

る
も
の
で
も
、
説
明
で
き
る

も
の
で
も
な
か
ろ
う
。

　

Ｋ
Ｄ
発
症
抑
制
と
イ
ン
フ

ル
流
行
と
の
関
係
を
示
し
た

知
見
は
、
様
々
な
医
療
上
の

検
討
課
題
を
提
示
す
る
も
の

で
あ
る
。

　

⑴
イ
ン
フ
ル
感
染
に
よ
り

誘
導
生
産
さ
れ
た
Ｉ
Ｆ
Ｎ
︲

β
が
、
花
粉
被
曝
→
感
作
・

再
感
作
に
よ
り
進
行
し
て
い

た
Ｄ
Ｔ
Ｈ
と
Ｋ
Ｄ
発
症
の
免

疫
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
ど
の

過
程
を
ブ
ロ
ッ
ク
す
る

の
か
を
前
記
の
動
物
モ

デ
ル
の
確
立
に
よ
り
証

明
で
き
れ
ば
と
思
う
。

　

⑵
イ
ン
フ
ル
ワ
ク
チ

ン
接
種
は
、
Ｋ
Ｄ
予
備

群
乳
幼
児
の
冬
季
の
発

症
を
抑
制
し
、
春
以
降

に
遅
延
さ
せ
る
可
能
性

が
あ
り
、
何
ら
か
の
疫

学
研
究
に
よ
る
証
明
が

期
待
さ
れ
る
。

　

⑶
一
方
で
、
イ
ン
フ

ル
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、

Ｋ
Ｄ
発
症
と
同
時
に
起

こ
る
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
跡
腫

脹
現
象
も
抑
制
す
る
可

能
性
が
あ
り
、
Ｂ
Ｃ
Ｇ
ワ
ク

チ
ン
接
種
後
の
Ｄ
Ｔ
Ｈ
成
熟

を
阻
害
し
か
ね
ず
、
Ｂ
Ｃ
Ｇ

接
種
は
後
続
の
イ
ン
フ
ル
ワ

ク
チ
ン
接
種
と
の
間
隔
を
空

け
て
実
施
す
べ
き
か
も
し
れ

な
い
。

　

⑷
イ
ン
フ
ル
感
染
に
よ
り

生
産
さ
れ
る
Ｉ
Ｆ
Ｎ
︲
β

を
、
現
在
の
Ｋ
Ｄ
治
療
剤
で

あ
る
γ
グ
ロ
ブ
リ
ン
（
Ｉ

Ｖ
Ｉ
Ｇ
）
製
剤
に
抵
抗
性

あ
る
20
％
の
患
者
に
投
与

す
る
治
験
をtranslational 

research

で
始
め
、
Ｉ
Ｖ
Ｉ

Ｇ
製
剤
と
の
治
療
当
初
か
ら

の
併
用
に
よ
る
治
療
効
果
の

増
強
を
狙
う
治
験
も
実
施
し

た
い
。

　

Ｉ
Ｆ
Ｎ
︲
β
は
心
血
管
虚

血
や
低
酸
素
の
改
善
効
果
が

報
告
さ
れ
て
お
り
、
古
く
か

ら
肝
炎
、
多
発
性
硬
化
症
治

療
に
適
応
さ
れ
、
近
年
Ｃ
Ｏ

Ｐ
Ｄ
、
Ａ
Ｒ
Ｄ
Ｓ
等
呼
吸
器

疾
患
治
療
剤
と
し
て
の
治
験

が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
実
績

の
あ
る
薬
物
で
あ
り
、
ま
た

最
近
の
生
物
製
剤
よ
り
ず
っ

と
安
価
で
あ
り
、
Ｋ
Ｄ
に
お

け
る
早
期
の
治
験
が
期
待
さ

れ
る
。

　

⑸
冬
季
の
イ
ン
フ
ル
流
行

や
イ
ン
フ
ル
ワ
ク
チ
ン
接
種

に
よ
る
Ｉ
Ｖ
Ｉ
Ｇ
製
剤
投
与

治
療
効
果
へ
の
底
上
げ
・
ゲ

タ
履
き
効
果
の
程
度
を
、
イ

ン
フ
ル
が
関
与
し
な
い
季
節

で
の
Ｉ
Ｖ
Ｉ
Ｇ
製
剤
の
治
療

効
果
と
比
較
検
証
し
、
Ｋ
Ｄ

治
療
効
果
の
季
節
変
動
の
程

度
の
実
態
解
明
の
た
め
、
公

正
な
割
り
付
け
の
比
較
治
療

実
験
の
実
施
が
望
ま
れ
る
。

　

⑹
生
物
製
剤
のinfliximab

が
Ｉ
Ｖ
Ｉ
Ｇ
製
剤
と
の
わ
ず

か
な
症
例
同
士
の
比
較
試
験

の
結
果
で
、
Ｋ
Ｄ
適
用
が
承

認
さ
れ
た
よ
う
だ
が
、
Ｉ
Ｖ

Ｉ
Ｇ
製
剤
と
て
、
筆
者
の
本

報
告
以
前
に
は
、
治
療
効
果

の
季
節
変
動
の
程
度
が
解
析

さ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
の
で

あ
り
、infliximab

に
お
い
て

も
、
患
者
へ
の
投
与
月
日
の

分
布
割
合
を
、
イ
ン
フ
ル
に

よ
る
影
響
が
少
な
い
と
考
え

ら
れ
る
夏
季
（
例
え
ば
５
～

11
月
）
と
、
冬
季
（
12
～
４

月
）
な
ど
を
同
等
に
し
て
、

で
き
れ
ば
同
じ
月
、
近
隣
地

域
で
、
Ｉ
Ｖ
Ｉ
Ｇ
製
剤
投
与

群
と
の
比
較
研
究
を
行
う
べ

き
で
あ
る
。
試
験
群
薬
剤
の

治
療
効
果
に
冬
季
の
患
者
自

身
が
生
成
す
る
Ｉ
Ｆ
Ｎ
︲
β

に
よ
る
押
し
上
げ
効
果
が
加

わ
っ
て
い
る
可
能
性
も
否
定

で
き
ず
、
極
端
に
は
、
患
者

体
内
生
産
Ｉ
Ｆ
Ｎ
︲
β
に
よ

る
効
果
増
強
の
な
い
夏
季
だ

け
を
集
め
た
対
照
Ｉ
Ｖ
Ｉ
Ｇ

製
剤
投
与
群
と
の
比
較
を
行

う
よ
う
な
こ
と
は
、
あ
っ
て

は
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

皮
膚
科
学
疫
学
研
究
所
代
表

医
学
博
士

粟
屋
　
昭

シ
リ
ー
ズ 

花
粉
惹
起（
誘
導
）疾
患
：
Ｐ
Ｉ
Ｄ 

⑧薬
剤
効
果
季
節
変
動
の
検
証
を


